
令和 2年 12月 18日
久賀中学校 １・２年

学級通信 第２０号

文 責 吉 川 弘 一

１２月１２日（土）五島市民体育館サブ
アリーナにおいて五島市中学校卓球競技新
人大会が行われ、１・２年生全員が出場し
ました。１年生の２人は臨時休校や補習の
ために夏休みから練習を始めましたが、試
合ができるまでに成長し、団体戦ではダブ
ルスにも挑戦しました。２年生の４人は中
総体以降、それぞれに課題意識を持って練
習に取り組み、技能が上達しています。男
女ともに緊迫したゲームが続きました。
以下に大会の様子と試合後の感想（一部

抜粋）を紹介します。

一ノ瀬 彩…最後まであきらめずに試合が
できたことと、あいさつがしっかりできた
ことが良かったです。気持ちの切り替えや、
脚を動かすことが課題です。また、バック
ハンドやスマッシュを思い切って打つこと
も練習したいと思います。

白水 南帆…最初の試合は１セット目を取
ることができなくて、焦ったまま２試合目
まで引きずってしまいました。３試合目か
らは自分らしくプレーして勝つことができ
ました。サーブ、ドライブ、スマッシュを
もっと練習していきたいです。

大櫛 優樹…今回の試合ではいつも勝って
いる相手に負けてしまい、悔しかったです。
中総体で勝つために、サーブを相手が苦手
なところに打てるようにたくさん練習しま
す。また、姿勢を意識して、脚が動くよう
にフットワークの練習をたくさんします。

狩野 潤奈…初めはすごく緊張しまし
た。強いって聞いていたし、どうなるか不
安でした。しかし、スマッシュが入ったり、
気持ちの切り替えもできたので自分が成長
したことを実感できました。



中野 紗菜…自分のミスが多かった。打つ
高さかどうかの見極めが大事。特に突っつ
きは猛特訓が必要。深呼吸をして気持ちを
切り替える工夫もしたい。

蛭間壽之亮…勝ててうれしいですが、苦手
なコースが分かったことがよかったです。
早速、次回の練習から修正できるようにし
たいです。サーブにも磨きをかけて中総体
で練習したいです。


